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伊
勢
崎
市
は
赤
城
山
麓
の
南
面
に
位
置
し
、

北
部
に
一
部
丘
陵
地
が
あ
る
ほ
か
、
南
部
に
は

利
根
川
が
流
れ
、
全
体
は
ほ
ぼ
平
坦
地
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
伊
勢
崎
市
消
防
団
は
七
〇
四
人
、
五

方
面
隊
、
四
十
五
個
分
団
で
構
成
さ
れ
、
市
民

の
安
全
安
心
の
た
め
常
日
頃
か
ら
災
害
に
備
え

て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
の
平
成
二
十
七
年
五
月
十
六
日
に
、
第

六
十
四
回
利
根
川
水
系
連
合
・
総
合
水
防
演
習

が
伊
勢
崎
市
境
島
村
地
内
で
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
水
防
演
習
は
十
年
ぶ
り
に
伊
勢
崎
市

で
の
開
催
と
な
り
、
団
員
達
は
さ
ま
ざ
ま
な
水

防
工
法
を
行
い
、
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い

災
害
に
対
応
で
き
る
よ
う
訓
練
を
行
い
ま
し

た
。
伊
勢
崎
市
は
南
側
に
日
本
一
の
流
域
面
積

を
誇
る
利
根
川
が
流
れ
て
い
ま
す
。
大
雨
に
よ

り
増
水
し
て
氾
濫
し
た
場
合
、
甚
大
な
被
害
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
事
態
に
備
え
、

団
員
達
は
日
々
訓
練
を
行
い
、
有
事
の
際
に
は

必
要
不
可
欠
な
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
消
防
団
員
も
毎
年
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
若
年
層
人
口
の
減
少
や
就
業
者

に
お
け
る
被
雇
用
者
が
占
め
る
割
合
の
増
加
な

ど
、
以
前
か
ら
入
団
対
象
と
な
っ
て
い
た
層
か

ら
入
団
者
を
確
保
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
消
防
団
に
は
「
上
下
関

係
や
訓
練
が
厳
し
い
」「
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
時
間

が
な
く
な
る
」
な
ど
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、
消

防
団
員
確
保
の
困
難
、
消
防
団
員
の
減
少
に
つ

な
が
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
年
々
、
社
会
環

境
は
変
化
し
て
き
て
お
り
、
そ
の
変
化
に
対
応

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

消
防
団
が
地
域
防
災
の
中
核
的
存
在
と
し

て
、
不
可
欠
な
存
在
で
あ
る
こ
と
は
今
も
昔
も

変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
就
業
構
造
や
個
人
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
、
価
値
観
の
尊
重
に
配
慮
し
な

が
ら
、
地
縁
に
よ
る
消
防
団
員
の
確
保
に
加
え

て
、
入
団
促
進
の
充
実
や
活
動
環
境
の
整
備
を

行
う
こ
と
で
、
消
防
団
員
の
若
返
り
や
多
様
な

人
材
を
増
や
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

今
後
も
、伊
勢
崎
市
を
も
っ
と
元
気
に
、も
っ

と
豊
か
に
、
そ
し
て
も
っ
と
安
全
に
と
い
う
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
安
心
安
全
な
街
づ
く
り
に

貢
献
で
き
る
よ
う
、
一
致
団
結
し
て
活
動
し
て

参
り
ま
す
。

団
長
の
熱
き
思
い

  

平
成
二
十
八
年
度
表
彰

消
防
団
の
将
来
を
見
据
え
て

　�

伊
勢
崎
市
消
防
団
　
団
長
　
矢
内
　
豊

　

長
年
に
わ
た
り
消
防
業
務
の
御
功
績
に
よ
り
叙

勲
及
び
表
彰
さ
れ
た
方
々
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

瑞
宝
双
光
章（
秋
）

元
館
林
地
区
消
防
組
合
消
防
団
板
倉
消
防
団
団
長�

小
野
田　

榮

元
高
崎
市
消
防
団
副
団
長�

平
崎　

良
一

瑞
宝
単
光
章（
春
・
秋
）

元
高
崎
市
消
防
団
副
団
長�

浅
野　

宗
一

元
上
野
村
消
防
団
副
団
長�

黒
澤　

典
久

元
榛
名
町
消
防
団
団
長�

後
閑　

英
雄

元
み
ど
り
市
消
防
団
団
長�

松
崎　
　

弘

元
中
之
条
町
消
防
団
団
長�

相
田　

英
男

元
前
橋
市
消
防
団
分
団
長�

井
口　

雅
夫

元
安
中
市
消
防
団
分
団
長�

須
貝　

一
夫

元
高
崎
市
消
防
団
副
団
長�

野
村　

高
久

藍
綬
褒
章（
春
・
秋
）

元
高
崎
市
消
防
団
副
団
長�

五
十
嵐
光
春

館
林
地
区
消
防
組
合
消
防
団
館
林
消
防
団
団
長�

野
村　

政
美

館
林
地
区
消
防
組
合
消
防
団
邑
楽
消
防
団
副
団
長�

大
塚　

栄
彦

高
崎
市
消
防
団
副
団
長�

深
澤　

正
秀

群
馬
県
功
労
者
表
彰

渋
川
市
消
防
団
団
長�

桑
原　

良
雄

伊
勢
崎
市
消
防
団
団
長�

矢
内　
　

豊

群
馬
県
総
合
表
彰

下
仁
田
町
消
防
団
団
長�

神
戸　
　

淳

元
南
牧
村
消
防
団
団
長�

小
金
澤
耕
二

草
津
町
消
防
団
団
長�

直
井　

新
吾

上
野
村
消
防
団
団
長�

松
元　

平
吉

前
橋
市
消
防
団
副
団
長�

久
家　

邦
夫

渋
川
市
消
防
団
副
団
長�

桑
原　

昌
浩

嬬
恋
消
防
団
副
団
長�

黒
岩　

敏
行

高
崎
市
消
防
団
副
団
長�

小
林　

浩
二

元
沼
田
市
消
防
団
副
団
長�

薗
田　

圭
一

元
富
岡
市
消
防
団
副
団
長�

高
橋　

栄
一

桐
生
市
消
防
団
副
団
長�

根
岸　

佐
年

高
崎
市
消
防
団
副
団
長�

野
尻　

重
雄

消
防
協
会
定
例
表
彰

『
表
彰
者
総
数　

三
四
二
三
名　

五
団
体
』

☆
無
火
災
表
彰

高
崎
市
消
防
団
南
部
方
面
隊
第
七
分
団�

一
年

玉
村
町
消
防
団
第
八
分
団�

三
年

伊
勢
崎
市
消
防
団
境
方
面
隊
第
一
分
団�

四
年

み
ど
り
市
消
防
団
第
十
一
分
団�

一
〇
年

川
場
村
消
防
団
第
八
分
団�

一
〇
年

☆
功
労
章�

一
五
六
名（
四
三
名
）

☆
永
年
勤
続
功
労
章�

三
五
二
名（
四
八
名
）

☆
精
績
賞�

四
八
八
名

☆
精
勤
賞

　

五
年
勤
続�

五
五
五
名

一
○
年
勤
続�

五
二
〇
名

一
五
年
勤
続�

四
三
九
名

二
○
年
勤
続�

二
四
四
名（
三
五
名
）

二
五
年
勤
続�

一
〇
六
名（
一
七
名
）

三
○
年
勤
続�

四
九
名（
一
五
名
）

三
五
年
勤
続�

五
七
名（
三
二
名
）

四
○
年
勤
続�

三
三
名（
二
五
名
）

☆
永
年
勤
続
退
職
者
表
彰�

四
一
三
名（
七
六
名
）

三
世
代
伝
承
等�

一
一
名

（　

）内
は
消
防
職
員
数
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消 防団紹介

　

太
田
市
消
防
団
の
管
轄
す
る
太
田
市

は
、
県
の
南
東
部
、
渡
良
瀬
川
と
利
根

川
で
近
県
と
接
し
た
、
ほ
ぼ
平
坦
な
地

域
で
、
団
員
数
は
、
六
三
二
名（
定
員

七
〇
〇
名
）
で
女
性
団
員
も
一
八
名
活

躍
し
て
い
ま
す
。

　

工
業
製
品
出
荷
額
は
県
下
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
で
あ
り
な
が
ら
、「
小
玉
す
い
か
」

や
、「
や
ま
と
い
も
」
な
ど
、
農
業
特

産
品
も
多
い
、
産
業
の
バ
ラ
ン
ス
が
と

れ
た
街
で
す
。

　

他
の
地
域
と
同
様
、
団
員
の
勤
務
先

も
製
造
業
を
中
心
に
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が

多
く
、
日
中
の
出
動
態
勢
や
勤
務
先
の

協
力
に
課
題
も
あ
り
ま
す
が
、
職
場
内

で
の
同
僚
団
員
の
紹
介
を
き
っ
か
け
に

入
団
す
る
方
も
多
く
い
ま
す
。

　

消
防
団
の
活
動
で
す
が
、
消
火
・
防

災
活
動
は
も
ち
ろ
ん
、
ポ
ン
プ
操
法
訓

練
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
県
大
会
で

は
、
平
成
二
十
六
年
の
前
回
は
二
位
入

賞
、
平
成
二
十
八
年
の
今
回
は
三
位
、

四
位
に
入
賞
の
分
団
を
輩
し
、
好
成
績

を
上
げ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
団
員
が
作
っ
た
「
ミ
ニ
消
防

車
」
を
二
台
保
有
し
て
お
り
、
行
事
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
で
の
乗
車
体
験
に
は
長

蛇
の
列
が
出
来
、子
供
達
に
大
人
気
で
、

消
防
団
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
や
広
報
に

大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
女
性
団
員
の
活
動
で
す
が
、

女
性
団
員
も
ポ
ン
プ
操
法
大
会
に
一
番

員
と
し
て
出
場
し
、
市
大
会
を
勝
ち
抜

き
、支
部
大
会
に
ま
で
出
場
し
ま
し
た
。

　

他
に
も
消
防
団
指
揮
車
に
よ
る
広
報

活
動
、
学
童
ク
ラ
ブ
な
ど
で
の
「
防
火

紙
芝
居
」
の
読
み
聞
か
せ
、
イ
ベ
ン
ト

で
の
団
員
募
集
活
動
な
ど
活
躍
を
し
て

い
ま
す
。

　

太
田
市
は
、
多
く
の
工
業
団
地
を
抱

え
、
過
去
に
は
工
場
の
大
規
模
な
火
災

が
発
生
し
、
長
時
間
の
危
険
な
活
動
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
経
験
を

踏
ま
え
、消
防
車
両
の
更
新
を
は
じ
め
、

救
助
資
機
材
の
導
入
や
団
員
用
防
塵
マ

ス
ク
な
ど
安
全
対
策
個
人
装
備
の
充
実

に
も
努
力
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

消
防
団
は
、
自
分
た
ち
の
地
域
は
自

分
た
ち
で
守
る
と
い
う
郷
土
愛
を
団
結

の
支
柱
に
し
て
い
ま
す
が
、
製
造
業
の

多
い
太
田
市
で
は
、
市
外
出
身
の
方
も

市
内
企
業
に
勤
務
し
て
い
る
縁
で
、
多

く
入
団
さ
れ
て
い
ま
す
。
消
防
団
活
動

を
通
じ
新
し
い
地
域
の
絆
が
生
ま
れ
、

市
の
安
全
・
安
心
が
更
に
高
ま
っ
て
い

く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

太
田
市
消
防
団

　

玉
村
町
消
防
団
は
、
団
員
数
一
五
五

名（
定
員
一
五
五
名
）、
十
個
の
分
団
、

十
台
の
消
防
ポ
ン
プ
車
を
所
有
し
、
消

火
活
動
・
風
水
害
や
地
震
の
際
の
防
災

活
動
・
行
方
不
明
者
の
捜
索
・
消
火
訓

練
・
消
防
技
術
訓
練
・
火
災
予
防
運
動

広
報
・
消
防
水
利
点
検
・
歳
末
特
別
警

戒
・
秋
季
消
防
点
検
に
お
け
る
訓
練
成

果
の
披
露
等
、
地
域
の
安
全
・
安
心
の

た
め
に
、
日
々
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

　

玉
村
町
消
防
団
は
、
団
員
数
の
充
足

率
が
百
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
が
、
毎
年
新

入
団
員
を
確
保
す
る
の
は
容
易
な
こ
と

で
は
な
く
、
他
の
消
防
団
同
様
、
そ
の

確
保
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
若
い
世
代
の
消
防
団
認

知
度
の
向
上
を
は
か
る
た
め
に
、
平
成

二
十
七
年
一
月
よ
り
、
玉
村
町
成
人
式

に
お
い
て
、
消
防
団
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
、
消
防
団
活
動
の
写
真
や
、
団
員

入
団
促
進
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
、
団
員
に

よ
る
記
念
品
の
配
布
を
行
い
、
新
成
人

に
対
し
て
、
消
防
団
の
ア
ピ
ー
ル
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
成
人
の
消
防
団
に
対
す
る

認
知
度
・
意
識
等
を
調
査
し
、
消
防
団

の
認
知
度
向
上
や
、
新
入
団
員
の
確
保

を
図
る
た
め
に
、
新
成
人
に
対
し
て
、

消
防
団
員
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
、
結
果
を
集
計
し
、
消
防
団
活

動
に
生
か
し
て
お
り
ま
す
。

　

我
が
玉
村
町
は
、
北
に
利
根
川
、
南

に
烏
川
と
い
う
二
つ
の
川
に
挟
ま
れ
た

地
形
に
よ
り
、
古
く
か
ら
水
害
に
悩
ま

さ
れ
て
き
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
去
年

の
関
東
・
東
北
豪
雨
災
害
や
、
今
年
の

相
次
ぐ
台
風
に
よ
る
被
害
等
が
あ
り
ま

す
が
、
玉
村
町
で
も
、
昭
和
二
十
二
年

に
利
根
川
が
氾
濫
し
大
き
な
被
害
を
受

け
た
過
去
が
あ
り
ま
す
。

　

毎
年
、
区
や
町
の
防
災
・
水
防
訓
練

に
積
極
的
に
参
加
す
る
な
ど
、
最
低
限

の
備
え
は
し
て
い
る
も
の
の
、
今
後
も

地
域
や
町
と
連
携
・
協
力
し
、
一
層
の

防
災
力
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
高
い
意
識
を
持
っ
て

臨
ま
な
く
て
は
い
け
な
い
と
日
々
感
じ

て
お
り
ま
す
。

　

玉
村
町
消
防
団
が
昭
和
二
十
二
年
に

発
足
し
て
以
来
、
七
十
年
が
経
過
し
ま

す
。
先
人
た
ち
が
築
い
て
き
た
伝
統
や

消
防
団
の
道
の
り
を
振
り
返
り
、
玉
村

町
消
防
団
が
こ
れ
か
ら
も
発
展
す
べ
く

決
意
を
新
た
に
日
々
精
進
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

玉
村
町
消
防
団
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伊
勢
崎
市
消
防
本
部
が
市
と
の
共
催
で
取
り

組
ん
で
い
る
訓
練
を
二
つ
紹
介
し
ま
す
。

　

消
防
は
災
害
が
起
き
た
ら
被
災
者
を
救
出

し
、
医
療
機
関
に
搬
送
し
ま
す
が
、
そ
の
よ
う

な
災
害
活
動
の
中
で
培
っ
た
知
識
を
も
っ
と
活

か
す
べ
く
、
昨
年
度
か
ら
行
っ
て
い
る
事
業
で

す
。

　

ま
ず
は
、
大
き
な
地
図
を
囲
み
、
町
の
構
造

や
自
然
条
件
、
地
域
資
源
な
ど
を
書
き
込
む
Ｄ

Ｉ
Ｇ
〔D

isa
ste
r(

災
害) Im

a
g
in
a
tio
n
(

想

像
力) G

a
m
e
(

ゲ
ー
ム)

〕
で
す
。
打
ち
解
け

た
雰
囲
気
で
議
論
し
な
が
ら
、災
害
を
予
測
し
、

災
害
時
に
と
る
べ
き
行
動
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
う

ち
に
、
世
界
に
１
枚
だ
け
の
防
災
マ
ッ
プ
が
完

成
し
ま
す
。

　

次
に
、
Ｈ
Ｕ
Ｇ
〔
Ｈ(

避
難
所) 

Ｕ(

運
営) 

Ｇ(

ゲ
ー
ム)

〕
で
す
。
こ
れ
は
避
難
者
が
抱
え

る
様
々
な
事
情
が
書
か
れ
た
カ
ー
ド
を
、
避
難

所
に
見
立
て
た
平
面
図
に
適
切
に
配
置
し
て
い

く
ゲ
ー
ム
で
す
。

　

あ
な
た
な
ら
愛
犬
を
連
れ
て
避
難
し
て
き
た

人
が
い
た
ら
ど
う
し
ま
す
か
？
外
国
籍
の
人
や

怪
我
人
が
次
々
に
や
っ
て
き
た
ら
…

　

そ
れ
ぞ
れ
の
訓
練
は
行
政
区
単
位
で
約
三
十

人
の
方
に
公
民
館
等
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、

三
時
間
で
行
っ
て
い
ま
す
。
わ
ず
か
三
時
間
で

す
が
、
実
際
に
災
害
を
目
に
し
た
こ
と
の
あ
る

消
防
職
員
と
一
緒
に
考
え
る
こ
と
で
、
災
害
を

イ
メ
ー
ジ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
そ
し
て
な
に

よ
り
、
近
隣
住
民
の
絆
が
深
ま
り
、
消
防
職
員

と
顔
の
見
え
る
関
係
を
築
く
こ
と
に
も
繋
が

り
、「
身
近
に
潜
ん
で
い
る
危
険
を
再
認
識
で

き
た
。」「
ご
近
所
さ
ん
と
考
え
方
を
共
有
で
き

た
。」
と
大
変
好

評
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　

訓
練
を
通
じ
、

今
後
さ
ら
に
自

助
・
共
助
・
公
助

の
連
携
が
強
化
さ

れ
、
防
災
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
拡
大
し

て
い
く
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

『
伊
勢
崎
市
消
防
本
部
の
取
り
組
み
』

　

群
馬
県
消
防
長
会
で
は
、
平
成
二
十
三
年
度

に
群
馬
県
内
消
防
本
部
の
救
助
隊
員
の
資
質
向

上
を
目
的
に
「
救
助
部
会
」
を
設
置
し
、
各
種

救
助
技
術
の
研
究
や
検
証
等
を
実
施
し
て
き
ま

し
た
。　

　

平
成
二
十
七
年
度
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
活
動

の
成
果
を
発
表
す
る
た
め
「
第
四
十
四
回
消
防

救
助
技
術
関
東
地
区
指
導
会
」
の
「
技
術
訓
練
」

を
担
当
し
ま
し
た
。

　

同
年
七
月
か
ら
は
、
本
部
会
に
警
防
部
門
に

関
す
る
調
査
検
討
を
新
た
に
加
え
、「
警
防
救

助
部
会
」
に
発
展
変
化
さ
せ
、
各
種
研
修
会
や

訓
練
会
等
を
定
期
的
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、

県
消
防
学
校
の
救
助
科
学
生
へ
の
ロ
ー
プ
レ
ス

キ
ュ
ー
指
導
を
担
当
す
る
な
ど
、
災
害
現
場
に

お
け
る
警
防
及
び
救
助
技
術
に
関
す
る
技
術
向

上
と
情
報
共
有
に
努
め
て
い
ま
す
。

『
警
防
救
助
部
会
の
活
動

〜
群
馬
県
消
防
長
会
〜
』

『
第
十
三
回
群
馬
県
災
害

医
療
研
修（
急
性
期
）』

　

十
月
一
日（
土
）、
二
日（
日
）前
橋
赤
十
字
病

院
及
び
群
馬
県
消
防
学
校
に
お
い
て
『
第
十
三

回
群
馬
県
災
害
医
療
研
修（
急
性
期
）』
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
は
、
想
定
実
践
訓
練
を
通
し
て
群

馬
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
等
と
消
防
機
関
、
警
察
機
関
等
関

係
機
関
と
の
連
携
を
習
得
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
研
修
で
は
、
県
内
十
一
消
防
本
部

（
局
）職
員
五
十
六
名
、医
療
関
係
者
四
十
三
名
、

警
察
職
員
十
二
名
が
参
加
し
、
災
害
医
療
に
関

す
る
座
学
を
は
じ
め
、
災
害
急
性
期（
発
生
後

四
十
八
時
間
以
内
）
に
お
け
る
医
療
情
報
の
収

集
及
び
伝
達
、
ト
リ
ア
ー
ジ
並
び
に
応
急
治
療

や
搬
送
な
ど
、
大
事
故
発
生
か
ら
病
院
収
容
ま

で
を
想
定
し
た
実
践
的
な
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
研
修
を
通
じ
、
県
内
関
係
機
関
相
互
の

共
通
認
識
の
統
一
を
図
り
、
実
災
害
時
に
お
け

る
連
携
活
動
能
力
の
向
上
に
努
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

▲ 10月２日：実践訓練の状況▲ 10月１日：座学の状況
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第
二
十
三
回
　
群
馬
県
消
防

ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会
開
催

平
成
二
十
八
年
八
月
二
十
日（
土
）　

群
馬
県
消
防
学
校

　

私
た
ち
昭
和
村
消
防
団
は
、
今
回
、
第

二
十
五
回
全
国
消
防
操
法
大
会
ポ
ン
プ
車
の
部

の
群
馬
県
代
表
と
し
て
第
七
分
団
が
出
場
し
、

敢
闘
賞
の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。
ま
た
、
三
番

員
の
石
井 

康
久 

選
手
が
優
秀
選
手
賞
を
受
賞

い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
賞
は
、
出
場
し
た
全
て

の
三
番
員
の
中
か
ら
最
優
秀
者
一
名
が
選
考
さ

れ
る
大
変
名
誉
あ
る
賞
で
あ
り
、
本
人
の
努
力

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
選
手
・
団
員
全
員
の
信

頼
関
係
に
支
え
ら
れ
た
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
賜
で

あ
り
、
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　

消
防
団
員
は
、
本
業
の
か
た
わ
ら
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
、
火
災
時
の
消
火
活
動
は
も
と

よ
り
風
水
害
等
の
発
生
時
に
お
い
て
も
、
地
域

の
安
全
と
安
心
の
た
め
に
昼
夜
を
問
わ
ず
尽
力

し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
に
お
い
て
、
消
防
ポ

ン
プ
操
法
大
会
に
出
場
す
る
意
味
と
は
、
日
々

の
訓
練
を
通
じ
て
消
火
活
動
を
迅
速
か
つ
安
全

に
行
う
た
め
の
技
術
を
養
う
の
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
こ
う
し
た
訓
練
の
中
で
団
員
同
士
が
団

結
し
、
組
織
力
を
強
固
に
す
る
こ
と
も
非
常
に

大
切
で
あ
り
、
結
果
、
消
防
団
の
充
実
強
化
に

繋
が
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
昭
和
村
で
は
、
毎

年
開
催
さ
れ
る
消
防
ポ
ン
プ
操
法
地
区
大
会
に

分
団
持
ち
回
り
で
参
加
す
る
た
め
、
各
分
団
は

五
年
に
一
度
出
場
し
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

全
国
大
会
を
目
指
す
チ
ャ
ン
ス
が
巡
っ
て
く
る

の
は
二
十
年
に
一
度
と
な
り
ま
す
の
で
、
分
団

は
与
え
ら
れ
た
チ
ャ
ン
ス
を
最
大
限
に
活
か

し
、
操
法
技
術
を
磨
き
上
げ
て
い
ま
す
。
今
回

出
場
し
た
第
七
分
団
は
、
昨
年
の
九
月
よ
り
大

会
に
向
け
た
訓
練
を
開
始
し
ま
し
た
が
、
そ
れ

以
後
、
選
手
や
団
員
は
各
自
の
仕
事
を
終
え
た

後
、
夜
遅
く
に
集
ま
っ
て
訓
練
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。
地
区
大
会
、
県
大
会
と
勝
ち
進
み
、
全

国
大
会
の
切
符
を
手
に
し
た
わ
け
で
す
が
、
地

区
大
会
で
は
土
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
県
大
会
で

は
芝
生
の
上
で
、全
国
大
会
は
人
工
芝
の
上
で
、

そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
の
中
で
、
効
率
よ
く
操
法
訓
練
を
行
う

た
め
に
、
選
手
や
サ
ポ
ー
ト
す
る
団
員
が
工
夫

し
て
臨
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
今

年
の
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
は
、
大
会
を
間
近
に

控
え
た
貴
重
な
訓
練
が
悪
天
候
に
見
舞
わ
れ
る

こ
と
も
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
分
団
長
以
下
、

団
員
が
一
丸
と
な
り
、
そ
の
状
況
下
で
で
き
得

る
最
善
の
訓
練
方
法
を
模
索
し
な
が
ら
、
よ
く

頑
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

結
び
に
、
今
大
会
ま
で
の
間
、
長
き
に
わ
た

り
惜
し
み
な
い
協
力
と
ご
声
援
を
く
だ
さ
っ
た

昭
和
村
関
係
者
の
方
々
を
は
じ
め
、
団
員
の
ご

家
族
や
、
地
元
の
皆
様
、
並
び
に
各
分
団
で
応

援
い
た
だ
い
た
分
団
長
、
団
員
、
そ
し
て
副
団

長
、
ラ
ッ
パ
長
な
ど
多
く
の
皆
様
に
心
か
ら
感

謝
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
夜
遅
く
の
訓
練
に
も

か
か
わ
ら
ず
来
村
の
上
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し

た
、
群
馬
県
消
防
学
校
教
官
の
皆
様
、
利
根
沼

田
広
域
消
防
職
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
群
馬
県

関
係
者
の
皆
様
、
群
馬
県
消
防
協
会
の
皆
様
の

ご
支
援
に
対
し
ま
し
て
も
、
改
め
て
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
第
七
分
団
の
皆
様
、

本
当
に
お
つ
か
れ
様
で
し
た
。

第
二
十
五
回
全
国
消
防
操
法
大
会
に
出
場
し
て

昭
和
村
消
防
団
長
　
　
諸
田
　
光
二

◦ポンプ車の部成績（入賞チーム）
順　位 消防団名 得　点
優　勝 昭和村消防団第７分団 187.83 
準優勝 沼田市消防団第１分団 180.00 
第３位 太田市消防団第10分団 172.67 
第４位 太田市消防団第12分団 171.83 
第５位 榛東村消防団第４分団 170.67 
第６位 桐生市消防団黒保根方面団第３分団 170.33 
第７位 みどり市消防団第10分団 170.17 
◦小型ポンプの部成績（入賞チーム）
順　位 消防団名 得　点
優　勝 昭和村消防団第10分団 92.33 
準優勝 館林消防団第10分団 89.50 
第３位 東吾妻町消防団第６分団 88.33 

◦個人表彰（ポンプ車の部）
操作員 消防団名 選手名
指揮者 高崎市消防団箕郷方面隊第３分団 大島　勝真
１番員 みどり市消防団第10分団 深澤　恵介
２番員 沼田市消防団第１分団 田村　将志
３番員 みどり市消防団第10分団 須永　訓夫
４番員 沼田市消防団第１分団 小菅　健吾

◦個人表彰（小型ポンプの部）
操作員 消防団名 選手名
指揮者 上野村消防団第６分団 浅川　　大
１番員 昭和村消防団第10分団 林　　洋平
２番員 館林消防団第10分団 篠原　一哉
３番員 昭和村消防団第10分団 熊谷　信一
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皆
さ
ん
は
救
急
車
を
要
請
し
た
経
験
は
あ
り

ま
す
か
？

　

平
成
二
十
七
年
中
の
富
岡
甘
楽
広
域
消

防
本
部
管
内
に
お
け
る
救
急
出
動
件
数
は

二
千
八
百
三
十
六
件
で
す
。
こ
の
数
を
管
内
の

人
口
数
で
割
る
と
約
二
十
六
人
に
一
人
が
救
急

車
を
要
請
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

で
す
か
ら
、
救
急
隊
員
が
救
急
現
場
に
駆
け

つ
け
、
応
急
手
当
を
実
施
し
医
療
機
関
へ
搬
送

す
る
と
い
う
一
連
の
救
急
活
動
を
見
か
け
た
こ

と
の
あ
る
方
も
少
な
く
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

富
岡
甘
楽
広
域
消
防
本
部
管
内
で
救
急
車
が

救
急
要
請
か
ら
現
場
に
到
着
す
る
ま
で
の
所
要

時
間
は
約
七
分
四
十
秒
で
す
。
こ
の
間
は
傷

病
者
の
近
く
に
い
る
人（
以
下
「
バ
イ
ス
タ
ン

ダ
ー
」
と
い
う
）
が
救
急
隊
員
の
代
わ
り
を
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー
の
役
割
と
し
て
は
、
傷
病

者
の
そ
ば
に
い
て
様
子
を
見
て
い
た
だ
く
こ

と
、
ケ
ガ
の
手
当
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
、
場

合
に
よ
っ
て
は
胸
骨
圧
迫
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
す

る
心
肺
蘇
生
法
を
実
施
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

救
急
隊
は
、
い
ち
早
く
傷
病
者
を
医
療
機
関

に
搬
送
し
た
い
た
め
、
バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー
が
懸

命
に
応
急
手
当
を
実
施
し
て
い
て
も
「
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
い
う
僅
か
な
感
謝
の

言
葉
で
そ
の
行
動
の
お
礼
を
伝
え
る
こ
と
が
精

い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

あ
の
と
き
の
救
急
事
案
で
応
急
手
当
を
実
施

し
て
く
れ
た
人
は
ど
う
し
て
い
る
か
と
気
に
か

け
て
も
そ
れ
以
上
の
こ
と
が
出
来
な
い
も
ど
か

し
さ
も
あ
り
ま
し
た
。　

　

一
般
の
方
に
と
っ
て
応
急
手
当
に
関
す
る
こ

と
は
、
非
日
常
の
体
験
で
す
。
そ
う
い
っ
た
体

験
の
後
に
心
的
ス
ト
レ
ス
が
生
じ
る
の
は
予
想

さ
れ
る
反
応
で
あ
り
、
全
て
の
人
に
多
か
れ
少

な
か
れ
何
ら
か
の
問
題
が
起
こ
り
う
る
こ
と
は

想
像
に
か
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
ス
ト
レ
ス
の
ほ
と
ん
ど
は
問
題
な
く
時

間
と
と
も
に
軽
減
し
ま
す
が
、
何
ら
か
の
特
別

な
対
応
が
必
要
な
人
が
存
在
す
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
を
関
係
者
だ
け
で
な
く
社
会
一
般

の
共
通
認
識
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
日
本

臨
床
救
急
医
学
会
か
ら
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
富
岡
甘
楽
広
域
消
防
本
部
で
は
平

成
二
十
七
年
十
月
一
日
か
ら
応
急
手
当
を
行
っ

て
い
た
だ
い
た
バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー
に
救
急
隊
員

か
ら
の
感
謝
の
気
持
ち
と
、
バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー

が
応
急
手
当
を
実
施
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ

る
心
配
事
を
消
防
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の
連

絡
先
を
伝
え
る
「
バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
カ
ー
ド
」
を
配
布
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

カ
ー
ド
は
運
転
免
許
証
な
ど
と
同
じ
大
き
さ

で
、
表
面
に
救
急
隊
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
勇

気
を
持
っ
て
応
急
手
当
に
当
た
っ
て
い
た
だ
い

た
こ
と
へ
の
感
謝
の
思
い
が
記
し
て
あ
り
ま

す
。

　

カ
ー
ド
の
裏
面
に
は
、
連
絡
先（
富
岡
甘
楽

広
域
消
防
本
部
警
防
課
の
電
話
番
号
）
と
通
し

番
号
を
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。

　

配
布
を
始
め
て
か
ら
一
年
に
な
り
ま
す
が
、

相
談
等
の
電
話
は
来
て
お
ら
ず
、「
本
当
に
あ

の
時
の
行
動
は
正
し
か
っ
た
の
か
」
と
不
安
を

抱
い
た
人
、
辛
い
体
験
を
理
解
し
て
も
ら
い
た

い
人
等
の
心
的
ス
ト
レ
ス
を
カ
ー
ド
配
布
に

よ
っ
て
和
ら
げ
る
こ
と
が
で
き
、
心
の
ケ
ア
に

貢
献
で
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

カ
ー
ド
を
手
に
す
る
機
会
が
あ
り
、
改
め
て

カ
ー
ド
を
見
返
す
機
会
が
あ
っ
た
と
き
に
「
応

急
手
当
を
あ
の
時
勇
気
を
持
っ
て
実
践
し
て
よ

か
っ
た
」「
改
め
て
救
急
法
、
救
命
講
習
を
受
講

し
よ
う
」「
友
人
や
家
族
、
職
場
の
仲
間
に
救
急

法
、
救
命
講
習
を
勧
め
よ
う
」
な
ど
と
応
急
手

当
に
つ
い
て
思
い
返
し
て
い
た
だ
き
、
住
民
が

安
心
し
て
応
急
手
当
を
行
え
る
環
境
が
整
い
、

結
果
と
し
て
救
命
の
輪
が
大
き
く
な
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
感
謝
の
気
持
ち
を
カ
ー
ド
に
込
め
て
」　
富
岡
甘
楽
広
域
消
防
本
部
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平
成
二
十
八
年
十
月
二
十
七
日（
木
）群
馬
県

公
社
総
合
ビ
ル
に
お
い
て
、
群
馬
県
女
性
防
火

ク
ラ
ブ
指
導
者
育
成
研
修
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
こ
の
研
修
会
は
、
県
内
の
女
性
防
火
ク
ラ

ブ
員
を
対
象
に
防
火
・
防
災
に
関
す
る
専
門
知

識
の
習
得
や
士
気
高
揚
を
目
的
と
し
て
、
毎
年

開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

今
年
度
も
一
般
財
団
法
人
日
本
防
火
・
防
災

協
会
と
群
馬
県
と
の
共
催
に
よ
り
開
催
さ
れ
、

県
内
各
地
か
ら
総
勢
約
二
〇
〇
人
の
女
性
防
火

ク
ラ
ブ
員
が
参
加
し
、
盛
況
を
博
し
ま
し
た
。

　

開
会
挨
拶
に
続
き
、『
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
普
及
啓
発
に
つ
い
て
』
と
題
し
、
群
馬
県
総

務
部
消
防
保
安
課
の
林
克
彦
主
任
か
ら
近
年
の

住
宅
火
災
の
実
態
や
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
重

要
性
に
つ
い
て
、
丁
寧
な
御
講
演
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。住
宅
用
火
災
警
報
器
の
普
及
啓
発
は
、

多
く
の
ク
ラ
ブ
で
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
熱
心
に
メ
モ
を
取
る
ク
ラ
ブ
員
も
多
く
見

ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、『
大
人
向
け
防
犯
出
前
講
座
～
今

日
か
ら
で
き
る
身
近
な
防
犯
対
策
～
』
と
題
し

て
、
群
馬
県
生
活
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
の
月
岡
大

樹
主
任
に
お
話
し
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
日
々

の
生
活
に
密
接
に
関
係
す
る
身
近
な
内
容
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
会
場
か
ら
は
真
剣
な
視
線

　

平
成
十
年
八
月
二
十
七
日
。
私
に
と
っ
て
忘

れ
る
事
の
出
来
な
い
日
と
な
り
ま
し
た
。
と
い

う
の
も
、「
こ
こ
は
台
風
の
被
害
も
少
な
く
、

地
盤
が
固
い
か
ら
地
震
に
も
強
い
し
、
住
む
の

に
い
い
所
な
ん
だ
よ
。」
と
い
う
の
が
、
先
輩

達
が
口
々
に
自
慢
す
る
言
葉
で
し
た
。し
か
し
、

そ
の
言
葉
が
通
用
し
な
く
な
っ
た
の
が
こ
の
日

で
す
。
災
害
が
な
い
と
い
わ
れ
て
い
た
当
地
に

土
砂
災
害
が
起
き
、
二
軒
の
家
が
被
災
す
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

前
年
の
冬
は
と
い
う
と
、
記
憶
に
な
い
暖
冬

で
雪
下
ろ
し
を
す
る
事
も
な
く
、
少
雪
の
為
ス

キ
ー
場
も
営
業
が
殆
ど
出
来
な
い
位
で
し
た
。

雪
が
少
な
く
除
雪
も
し
な
く
て
済
む
冬
が
と
て

も
楽
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
偽
ら
ざ
る
本
心
で
し

た
。

　

し
か
し
、そ
の
つ
け
と
い
う
の
で
し
ょ
う
か
、

梅
雨
明
け
は
と
て
も
遅
く
、
明
け
て
も
ま
た
長

雨
が
続
き
、
殆
ど
夏
ら
し
い
日
が
な
い
ま
ま
、

当
日
に
な
り
ま
し
た
。
昼
頃
か
ら
は
、
今
迄
に

な
い
降
り
方
に
不
安
を
覚
え
て
い
る
と
、
夕
方

に
は
利
根
川
、
さ
ら
に
は
、
そ
こ
に
流
れ
込
む

沢
の
水
嵩
と
水
の
色
は
危
険
を
感
じ
る
も
の
に

な
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
時
、「
な
か
つ
沢
」
と
呼
ば
れ
て
い

る
沢
が
上
流
か
ら
壊
れ
、
土
砂
と
立
木
が
そ
の

ま
ま
流
さ
れ
て
来
る
状
況
が
起
き
て
い
ま
し

た
。
両
側
に
有
っ
た
二
軒
が
被
災
し
、
一
軒
目

は
平
屋
で
し
た
が
、
天
井
に
届
く
程
の
土
砂
が

堆
積
し
た
の
で
す
。
そ
の
家
に
取
り
残
さ
れ
た

が
注
が
れ
て
い
ま
し
た
。

　

研
修
は
長
時
間
に
及
び
ま
し
た
が
、
参
会
の

皆
様
の
御
協
力
に
よ
り
大
変
有
意
義
な
も
の
と

な
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
員
は
、「
家
庭
か

ら
火
災
を
出
さ
な
い
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
防

火
思
想
の
普
及
啓
発
の
た
め
、
今
後
も
活
動
を

行
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
引
き
続
き
の

御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

身
体
の
不
自
由
な
七
十
代
の
女
性
は
巡
回
中
の

消
防
団
員
、
東
電
職
員
の
方
に
助
け
ら
れ
、
無

事
で
し
た
。
も
う
一
軒
は
、
た
ま
た
ま
私
も
居

合
わ
せ「
畳
を
上
げ
た
方
が
い
い
ね
。」と
言
い
、

２
・
３
枚
持
ち
上
げ
た
瞬
間
、
窓
を
破
り
一
気

に
水
が
入
っ
て
き
ま
し
た
。
も
う
我
先
に
逃
げ

る
し
か
有
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
本
当
に
水
の
速

さ
、怖
さ
は
物
凄
い
も
の
で
し
た
。
幸
い
に
も
、

こ
ち
ら
の
お
宅
に
も
老
人
が
居
ま
し
た
が
、
先

に
避
難
し
て
い
た
為
、
皆
無
事
で
し
た
。
犠
牲

者
が
出
な
か
っ
た
こ
と
が
一
番
良
か
っ
た
事
だ

と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
の
夜
か
ら
停
電
・
断
水
の
中
、
避
難
場
所

で
あ
る
会
館
で
、
区
長
さ
ん
を
リ
ー
ダ
ー
に
区

の
役
員
、
消
防
団
、
そ
し
て
婦
人
会
と
そ
れ
ぞ

れ
に
協
力
し
、ほ
ぼ
一
週
間
被
害
宅
の
片
付
け
、

自
家
水
道
の
有
る
家
か
ら
水
運
び
を
し
て
の
食

事
作
り
等
々
、
材
料
も
ス
ト
ッ
ク
し
て
あ
る
乾

物
や
野
菜
等
を
持
ち
寄
っ
て
の
も
の
で
し
た
。

　

最
近
も
大
雨
や
地
震
等
で
被
災
さ
れ
て
い
る

ニ
ュ
ー
ス
を
よ
く
目
に
し
ま
す
。
明
日
は
我
が

身
で
す
。
何
も
な
く
平
穏
な
明
日
が
来
る
と
は

限
り
ま
せ
ん
。
他
人
事
と
は
思
わ
ず
、「
他ひ

と人

に
有
る
こ
と
は
自
分
に
も
有
り
ま
す
。」
今
か

ら
自
分
の
出
来
る
備
え
を
し
、
又
自
分
の
で
き

る
協
力
を
惜
し
ま
ず
、
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら

な
い
災
害
に
慌
て
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
て

い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
八
年
度
群
馬
県
女
性
防
火
ク
ラ
ブ

指
導
者
育
成
研
修
会
に
つ
い
て

群
馬
県
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
会
長
　
小
俣
　
浪
子

土
砂
災
害
を
目
の
当
た
り
に
し
て

利
根
沼
田
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
理
事
　
桑
原
け
い
子

女
性
防
火
ク
ラ
ブ
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群馬県消防協会　支部一覧
支部名 所　在　地 電話番号

前 橋
〒371-0014　前橋市朝日町4-22-2
前橋市消防局総務課内

027-220-4504

高崎市等広域
〒370-0861　高崎市八千代町1-13-10
高崎市等広域消防局総務課内

027-322-2393

桐 生 広 域
〒376-0027　桐生市元宿町13-38
桐生市消防本部総務課内

0277-47-1701

伊 勢 崎 佐 波
〒372-0031　伊勢崎市今泉町2-895
伊勢崎市消防本部総務課内

0270-25-3511

太 田
〒373-0063　太田市鳥山下町409-1
太田市消防本部消防総務課内

0276-33-0200

利 根 沼 田
〒378-0056　沼田市高橋場町2049-1
利根沼田広域消防本部警防課内

0278-22-3139

館 林
〒374-0039　館林市美園町7-3
館林地区消防組合消防本部警防課内

0276-72-8361

渋 川
〒377-0008　渋川市渋川1815-51
渋川広域消防本部総務課内

0279-25-4191

多 野 藤 岡
〒375-0024　藤岡市藤岡982
多野藤岡広域消防本部警防課内

0274-22-2306

富 岡 甘 楽
〒370-2316　富岡市富岡1922-7
富岡甘楽広域消防本部警防課内

0274-62-4333

吾 妻
〒377-0801　吾妻郡東吾妻町大字原町35
吾妻広域消防本部警防課内

0279-68-0217

県内の消防の現況　（平成28年10月１日現在）

消防団員数 11,780人 （前年比 94人減）
男性 11,683人 （前年比 103人減）
女性 97人 （前年比 ９人増）

消防職員数 2,536人 （前年比 12人増）

平成28年度全国統一防火標語　　 「消しましょう　その火その時　その場所で」

発　行　所 公益財団法人　群馬県消防協会
前橋市大手町一丁目１番１号
群馬県総務部消防保安課内
TEL　０２７－２２０－１３３８
URL　http://www.gunma-syoubou.jp/

編集発行人 公益財団法人　群馬県消防協会
常任理事　　小　見　　　洋

印　刷　所 朝日印刷工業株式会社

編 集 後 記
　平成28年は、４月に熊本地方を襲った震度７の地震により大きな被害
が発生し、今もなお多数の方が不自由な生活を余儀なくされています。
　この震災においては、自らも被災しながら発災直後から延べ６万人を超
える地元の消防団員の方々が、昼夜を分かたず身を挺して災害活動に当た
り、多くの住民を救出したことは、報道でも大きく取り上げられ注目を集
めました。
　消防団が、制度発足以来地域における消防活動、火災予防はもとより、
大規模災害時の救助、救護など地域防災の中核として、献身的に活動を行っ
ていることに対し、改めまして敬意を表するとともに感謝を申し上げます。


